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10．奨学金制度

　経済的理由により修学が困難な学生の生活を支援する奨学
金制度があります。奨学金制度の種類は、表 – 15 を確認し
てください。

奨学金の名称
給付・貸与 

の種別
対象者 支援額 募集人数

募集
時期

主な資格・条件 備考

日
本
大
学

日本大学古田奨学金 給付 大学院 20万円 １名 ５月 学業成績・人物ともに優秀な者。
各選考で
持ち回り推薦

日本大学ロバート・F・ケネディ
奨学金

給付 大学院 20万円 １名 ５月 学業成績・人物ともに優秀な者。
各選考で
持ち回り推薦

日本大学創立 100周年記念
外国人留学奨学金

給付
学部
短大
大学院

授業料相当額 若干名 ５月
学業成績・人物ともに優秀な私費外国人
留学生。
大学の他の奨学金を受けていないこと。

日本大学オリジナル設計奨学金 給付 学部 20万円 ２名 ５月
学業成績・人物ともに優秀な者で、
国家公務員採用総合職試験受験志望者。

日本大学創立 130周年記念奨学金
（第２種）

給付
学部
短大

30万円
（後期学費に充当）

平成 29年度
41名

５月
学費支弁が困難
最低修業年限で卒業出来る単位を保有

日本大学事業部奨学金 給付
学部
短大

24万円
平成 29年度

18名
５月 学費支弁が困難

理
工
学
部

日本大学理工学部奨学金
第１種

給付
学部（２年生以上）
短大（２年生）
大学院（全学年）

学部　　 40万円
短大　　 40万円
大学院　 50万円

学部　　30名
短大　　 2名
大学院　90名

５月
学業成績・人物ともに優秀で、
学費支弁が困難な者。

日本大学理工学部奨学金
第２種（留学生）

給付
学部（２年生以上）
短大（２年生）
大学院（全学年）

学部　　 40万円
短大　　 40万円
大学院　 50万円

学部・短大 2名
大学院　 5名

10月
学業成績・人物ともに優秀で、
学費支弁が困難な私費外国人留学生。

日本大学理工学部後援会奨学金 給付
学部
短大
大学院

50万円 40名 ５月
学費支弁が困難で、
後援会費を納入している者。

日本大学理工学部校友会奨学金 給付
学部
（卒業見込者）

短大
12万円 10名 ５月

卒業見込者のうち、学業成績・人物とも
に優秀で、貸与奨学金を受けている者。

表 – 15　日本大学および理工学部の奨学金

付録

交通システム工学科の学習・教育到達目標
（Ａ）基礎学習力：地域環境の維持と公共の福祉の向上を理解し、安全かつ快適な地域社会を創出するための基礎を総合的に学習する。

（Ｂ）技術者倫理：土木・交通工学のもつ社会的影響力の重要性と土木・交通技術者の社会的責任を理解・自覚し、自律的かつ自主的に問題解決する能力を身につける。

（Ｃ）専門基礎学力：交通施設や交通機関の整備と維持管理に関連する科学技術の基礎について深く理解できる、知的基盤を形成する。

（Ｄ）専門応用学力：交通計画系、社会・環境系、社会基盤系の各分野の専門知識を身につける。

（Ｅ）実験・実習・演習を通した計画的遂行能力：実験を計画・遂行・解析・考察する能力、および時間内に計画を進め、まとめる能力を身につける。

（Ｆ）生涯自己学習能力：社会基盤の構築と運営を図るべく、社会の要望・変化に柔軟に対応し、自らの成長に向けて、継続的に学習できる能力を身につける。

（Ｇ）デザイン・総合力：都市計画・まちづくりと土木交通施設に関連する技術を活用して美しい都市・地域社会をデザインする総合力を身につける。

（Ｈ）歴史・文化・環境を生かす実践能力：歴史、文化および環境に配慮して社会基盤整備をおこなう土木・交通技術者としての実践能力を身につける。

（Ｉ）ファシリテイト能力・コミュニケーション能力：専門分野に関して、関係者や当事者に説明して討議をおこない、合意形成を図る能力を身につける。

（日本技術者教育認定基準・共通基準（2012年度～））

JABEE が定める基準（１の（２））
（ａ）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

（ｂ）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解

（ｃ）数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用できる能力

（ｄ）当該分野において必要とされる専門知識とそれらを応用する能力

（ｅ）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

（ｆ）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力

（ｇ）自主的、継続的に学習できる能力

（ｈ）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力

（ｉ）チームで仕事をするための能力

（日本技術者教育認定基準・個別基準・2012年度～）

分野別要件（土木及び関連の工学分野）
当該分野にふさわしい「数学、自然科学及び科学技術に関する内容」として、以下が考慮されていること

（１）応用数学

（２）自然科学（物理、化学、生物、地学のうち少なくとも１つ）の基礎

（３） 土木工学の主要分野（土木材料・施工・建設マネジメント／構造工学・地震工学・維持管理工学／地盤工学／水工学／土木計画学・交通工学／土木環境システム）

のうち、最低 3分野以上を含むこと

（ａ） （ｂ） （ｃ）
（ｄ）

（ｅ） （ｆ） （ｇ） （ｈ） （ｉ）
（１） （２） （３）

（Ａ） ◎

（Ｂ） ◎ ○

（Ｃ） ◎ ◎ ◎

（Ｄ） ◎

（Ｅ） ○ ◎ ◎

（Ｆ） ◎

（Ｇ） ◎ ○ ○

（Ｈ） ◎

（Ｉ） ○ ◎ ○ ○

学科の
学習・教育到達目標

JABEEの基準１（１）
の知識・能力

付表 –１　交通システム工学科の学習・教育到達目標と JABEE 基準の対応 （平成 25 年 4 月 1 日改訂）

キャンパス情報

主要分野

土木材料・施工・建設マネジメント コンクリート、鋼材、瀝性材料、複合材料・新材料、木材、施工、維持・管理、建設事業計画・設計、建設マ
ネジメントなど

構造工学・地震工学・維持管理工学 応用力学、構造工学、鋼構造、コンクリート構造、複合構造、風工学、地震工学、耐震構造、地震防災、維持
管理工学など

地盤工学 土質力学、基礎工学、岩盤工学、土木地質、地盤の挙動、地盤と構造物、地盤防災、地盤環境工学など

水工学 水理学、環境水理学、水文学、河川工学、水資源工学、海岸工学、港湾工学、海洋工学など

土木計画学・交通工学 土木計画、地域都市計画、国土計画、防災計画・環境計画、交通計画、交通工学、鉄道工学、測量・リモート
センシング、景観・デザイン、土木史など

土木環境システム 環境計画・管理、環境システム、環境保全、用排水システム、廃棄物、土壌・水環境、大気循環・騒音振動、
環境生態など

（日本技術者教育認定基準・2008年度適用）、土木技術検定試験（専門分野出題範囲）

主要分野とキーワード一覧表


